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本論文は、フりツカーフリー可視光通信(VLのシステムのための誤り訂正手法

を提案し評価している。本システムは、順方向誤り訂正(FEのおよびランレング

ス制限(RLL)コードをそれぞれ実装し、信頼性の高いデータ伝送を保証し、フリ

ツカーを軽減している。先行研究では、RLLとFECコードのいくつかの組み合わせ

が提案されている。ただし、これらでは、一般的な RLL コードが固定的デコーダ

のみをサポートするため、高いエラー訂正能力を実現できない。

本論文の前半は、 VLC 向けFEC として、 polar コードとの直列接続による RLL コ

ドの利用を提案している。エラー訂正機能を改善するために、P01紅デコーダの

ソフト情報を後に生成するソフト入力ーソフト出力 RLL デコーダを採用している。

このソフト RLL-polar デコード方式は、先行研究と比較して最も良好なビット誤

り率(BE田を達成している。

ところで、ソフトRLL-polarデコーダにより信東頁性を向上させるには、ⅦC チャ

ネルの正確な知識が必要であるものの、実際の VLC システムでは取得が困難であ

る。本論文の後半は、RLL-FECデコード方式のソフト入力を計算する低ビット復調

器を提案している。本復調器は、低ビットアナログーデジタルコンバーター仏Dの

を使用して受信信号の信頼ビットを決定し、VLC チャネルを統計的に特徴付けて、

ソフトRLL-FEC デコーダに提供されるソフト情報を生成する。ソフトRLL一死C テ

コード方式の主な欠点である複雑さを軽減するため、本論文の最後では、RLL と

FEC デコーダの連結部を置き換えるディープラーニングベースのデコーダを提案

している。本提案では、 1 層のりカレントニューラルネットワーク(RNN)の後に

全結合層が配置される。また、低ビット復調器を使用して RNN 構造の入カデータ

を生成することが提案されている。評価の結果、提案技術である短ブロック長の

RNNベース・デコーダが、処理速度を大幅に改善しつつ、最新のデコーダに近い工

ラー訂正能力を達成できることを示した。
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本論文は、フりツカーフリー可視光通信(VLのシステムのための誤り訂正手法を

提案し評価している。本システムは、順方向誤り訂正(FEのおよびランレングス制

限(RLD コードをそれぞれ実装し、信頼性の高いデータ伝送を保証し、フりツカー

を軽減している。先行研究では、R比とFECコードのいくっかの組み合わせが提案さ

れている。ただし、これらでは、一般的なRLLコードが固定的デコーダのみをサポー

トするため、高いエラー訂正能力を実現できない。

本論文の前半は、 VLC 向け FEC として、 P01餓コードとの直列接続による RLL コー

ドの利用を提案している。エラー訂正機能を改善するために、P01紅デコーダのソフ

ト情報を後に生成するソフト入力ーソフト出力 RLL デコーダを採用してぃる。このソ

フトRLL十01壮デコード方式は、先行研究と比較して最も良好なビット誤り率(BE田

を達成している。

ところで、ソフトRLL-polarデコーダにより信束貝性を向上させるには、VLC チャネル

の正確な知識が広、要であるものの、実際の VLC システムでは取得が困難である。本論

文の後半は、RLL-FECデコード方式のソフト入力を計算する低ビット復調器を提案して

いる。本復調器は、低ビットアナログーデジタルコンバーター(ADのを使用して受信

信号の信頼ビットを決定し、VLCチャネルを統計的に特徴付けて、ソフトRLL-FECデコ

ーダに提供されるソフト情報を生成する。ソフトR比十EC デコード方式の主な欠点で

ある複雑さを軽減するため、本論文の最後では、RLLと施Cデコーダの連結部を置き換

えるディープラーニングベースのデコーダを提案している。本提案では、1層のりカレ

ントニューラルネットワーク(RNN)の後に全結合層が配置される。また、低ビット復

調器を使用してRNN構造の入カデータを生成することが提案されてぃる。評価の結果、

提案技術である短ブロック長の則N ベース・デコーダが、処理速度を大幅に改善しっ

つ、最新のデコーダに近いエラー訂正能力を達成できることを示した。

以上,本論文は学術上,実際上寄与するところが少なくない.よって,本論文は博

士(工学)の学位論文として価値あるものと認める
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